
 はたらく女性のフロアかながわのメンバーが参

加している女性差別撤廃条約実現アクション神奈

川（以下アクション神奈川）が各自治体の議会

（昨年の9月～今年の2月・3月）に対し「女性差

別撤廃条約選択議定書の批准を求める意見書採択

について」の請願・陳情のとりくみを行ってきま

した。 

 2・3月議会が終了しましたので、この間の採

択の状況を取りまとめました。 

【神奈川県内議会で意見書採択状況】  

・2022年9月9日 中井町議会 採択 ＊議員提案  

・2022年9月28日 座間市議会 採択 ＊議員提案 

 ▲上記は、アクション神奈川のとりくみ以前に 

意見書採択がされたものです。 

・2023年9月17日 横須賀市議会 全会一致  

  ＊請願（アクション神奈川） 

・2023年9月21日 横浜市議会 不採択 

 （採択＝5会派23人、不採択＝5会派63人） 

  ＊請願（アクション神奈川） 

・2023年12月14日 川崎市議会 採択  

  ＊自民党提案＝「批准に対する審議の促進」 

  9月5日提出のアクション神奈川の請願＝継 

続審議  

・2023年12月21日 相模原市 不採択  

  ＊請願（アクション神奈川） 

・2024年2月26日 二宮町議会 不採択 

  委員会（採択＝2人、不採択4人） 

  ＊請願（アクション神奈川） 

・2024年2月27日 小田原市議会 採択 

  （25人中、賛成13人、反対12人） 

  ＊請願（アクション神奈川） 

・2024年2月28日 大井町議会 資料配布 

  議運で上程しないことに 

  ＊陳情（アクション神奈川） 

・2024年3月1日 鎌倉市議会 可決（総員賛

成）  

  ＊議員提案（11人） 

・2024年3月1日 逗子市議会 不了承 

 （賛成少数）＊可否同数により委員長裁決 

・2024年3月6日 三浦市議会 継続審議（都

市民生常任委員会） 

  ＊陳情（アクション神奈川） 

・2024年3月15日 葉山町議会 採択（全会一

致） 

  ＊陳情（アクション神奈川） 

・2024年3月15日 大磯町議会 否決 

  ＊議員提案 

・2024年3月18日 神奈川県議会 不採択 

 （厚生常任委員会） 

・2024年3月26日 愛川町議会 採択（賛成多

数） 

  意見書が出された議会＝5市、3町 

 

【請願・陳情のとりくみを通じて】 
 この間のとりくみの中で、慣習により議会の対

応が異なることがわかりました。 

 アクション神奈川では、できるだけ「請願」で

提出するためにと、各議会の議員さんに働きかけ

を行ってきました。横須賀市議会は、事前に議員

さんにメールで面会の承諾を得て、各会派の議員

との懇談ができました。小田原市議会は、事前に

委員会の委員長・副委員長と懇談ができました。

県や政令市となると直接会派へのロビー活動が中

心となりました。 

 陳述ができるところもありますが、質疑応答が

できる議会とできない議会もあるなど対応が様々

です。 

 不採択になった議会は、議員の認識

不足や無関心、党議に縛られている、

私たちの側での働きかけが弱かったな

どの問題もあります。 

 一方、採択された議会では、イニシ

アチブをとる議員の存在が力になりま

した。 

 3月末現在、全国で232議会で意見

書が採択されています。 

 アクション神奈川で

は、今までのとりくみ

を総括する中で、6月

議会に向けとりくみを

強めていくことにして

います。 

選択議定書意見書採択を議会に求めて 
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 2月14日、小田原市議会厚生文教常任委員会で

「女性差別撤廃条約選択議定書の批准を求める意

見書の提出を求める」陳述を中村さんが行いまし

た。次は、その内容です。 

    ・・・・・・・・・・・・・・ 

 私は、女性差別撤廃条約選択議定書の批准を目

的とし、勉強会、要請行動を行っている、女性差

別撤廃条約実現アクション神奈川のメンバーで小

田原市内在住の中村由紀子です。 

 今年、女性差別撤廃条約選択議定書が採決され

てから、25年目に当たります。私は日立製作所小

田原工場に1968年に入社して「間接職」として

働いていました。当時、男性は基幹職の職務に配

置され、女性は男性の補助業務ーお茶くみや顧客

の接待、電話番などの補助業務でしか仕事を与え

られていませんでした。 

 1987年には、女子差別撤廃条約を国内法で整

備するため、「男女雇用機会均等法」が施行さ

れ、入社して19年経た私たち女性従業員にも、均

等待遇のチャンスが職場で履行されると期待しま

した。 

しかし職場では一向に改善されず、男性は職務

を遂行していく中で年功序列的な評価基準で賃金

は30代半ばで女性の2倍位になり、家族を養うこ

とができる程度の賃金水準に達していきます。私

たち女性は何年たっても、入職時の職務のまま

で、男性と同等の業務をこなしても低い位置づけ

のままでした。 

 1992年3月、日立で働く女性たちが９人で

「いまどき男女差別は、はやらない」と日立製作

所に対し、「均等法」の趣旨に基づき、男女差別

賃金是正を求める裁判を起こしました。裁判で

は、男性の同期同学歴の平均賃金に是正を求めて

争いました。 

11年経て2003年に和解。やっと男性の平均賃

金水準を勝ち取りました。女性には支給されな

かった子どもの扶養手当も支給されるようにな

り、仕事も補助的業務から基幹業務に変更になり

ました。11年も裁判を経なければ是正されない実

態、仕事をしながら家族を抱えながらの闘いは想

像をはるかに超えた厳しい闘いでした。私たちの

闘いの成果は電機産業で働く女性たちにおおきな

波及効果を及ぼしました。 

ところが、2003年以降、多くの職場で、男女

差別による賃金格差が目に見えない、「成果主義

賃金制度」が導入されました。また、雇用区分の

違うパートタイマーや、派遣社員、契約／嘱託社

員、委託・個人請負など多様な非正規雇用労働者

が約57％をしめ、正規労働者が過半数を割ること

から男女格差が表面化しない結果、国際経済

フォーラムのジエンダー指数は経済分野のおくれ

につながり、総合的に146カ国中125位。日本

は、国際的にも立ち遅れを示すことになりまし

た。 

私が30年以上前に起こした裁判の到達から現実

をみるととても残念な思いです。日本政府が「女

性差別撤廃条約選択議定書」を批准することに

よって、女性差別撤廃条約に実効性がはかられる

ことは明らかです。 

小田原市議会として、日本政府に対し、選択議

定書の批准を求める意見書を国・日本政府に提出

して頂きますよう御願い申し上げさせていただき

陳述とさせていただきます。 

【陳述を終わって】 

この度は大変良い機会を頂き、あわただしい日

程で何とか陳述（小田原市議会総務委員会での陳

述）を行うことができました。また短期間に各会

派への採択に向けての要請を行うなど、2月27日

の本会議で、賛成13名/25名中のぎり過半数の賛

成で、採択されました。 

 今回の賛成会派はミモザ（立民含む足柄女子

会）3名、公明党4名、共産党2名、維新の会１

名、立民男性会派2名、保守系女性1名が採択賛成

に回りました。くわえてミモザの会女性議員らの

他会派への呼びかけもありました。 

 本会議では賛成意見を共産党女性議員1名とミ

モザ女性議員3名がそれぞれ発言するなど、小田

原市議会ならではの女性議員（10名/27名の女性

議員）の存在が採択の要因にもなりました。 
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小田原市議会で陳述を行って 
      中村由紀子(会員)        

▼3・２３「女性による女性のための 

     相談会＠かながわ」開催 
 3月23日（日）雨の中、横浜・波止場会館で

「女性による女性のための相談会」が開催されま

し た。神 奈 川 で は、2022 年 10 月 に 横 浜、

2023年5月23日に川崎で開催され、3回目にな

ります。実行委員は全体で75人（ボランティア

を含む）でした。当会からも、池田、佐久間、澤

田、小島、村田がマルシェを担当しました。 

 相談件数は32件で

した。傾向は年度末で

雇用打ち切りなどの労

働相談、母子家庭やひ

とり親家庭での子ども

の不登校問題、物価高の中での生活不安を抱えて

いる、悩みはないがいつも1人ぼっちで孤独を感

じているなど、心身のよりどころを求めているこ

とがわかります。 



 2022年杉並区長になっ

た岸本聡子さんのドキュ

メント映画である。監督

は区民のペヤンヌマキさ

ん。マキさんは都市計画

道路によって、自分が住

んでいる場所を奪われる

事実を知り、無関心だっ

た 区 政 を 考 え る 様 に な

る。すると、道路計画や

それに伴う樹木伐採、商

店街解体など様々な問題

と市民が闘っていることを知り、丁度区長選挙が

間近にあり、選挙にも関心を持つようになった。 

 2022年1月に結成した「杉並思いの杉並区政

をつくる会」の人たちが区長候補とし岸本さんを

擁立した。①女性であること②公平公正で住民の

声が届く人③党派を超えてみんなで応援できるこ

とがその要件だった。長く海外で働いていた岸本

さんは「ミュニシパリズム（地域主権主義）」を

信念にしていた。そして怒濤の選挙戦が始まっ

た。 

 聡子とは「公の人々の意見に耳を傾ける」と、

岸本さんは自己紹介した。しかし、街宣の演説内

容に意見を言う人、服装に口を出す人、自らの運

動経験から譲れない点を主張する人など支援する

側との葛藤が続いた。岸本さんが「要望と政策は

違う。政策を語らせて」と怒る場面もあったし、

候補辞退も考えられた。しかし、結果的には187

票差で当選した。 

 この映画を観て思うのは、候補者はみんなが納

得出来る人であること。支援する人たちの思いが

ひとつであること。選挙に行ったら変わるかもし

れないと思わせること。それぞれの立場で、自分

に出来ることを行うこと。そして、選挙が終わり

ではなく当選した後も応援し続ける事が重要だと

言うことだ。 

 岸本さんが区長になった後の区議選には女性候

補者が増加し、新人が多く当選した。杉並区議の

男女比は、半々となった。議会ではまだまだ敵の

多い岸本さんだが、色んな改革が進んでいる。全

国各地で、選挙は楽しいと思える様になりたいも

のだ。 

 ●1月～ロングラン上映中 

－３－ 

フェミブリッジ、黄色が鮮やか 
●「女性が声をあげ、政治を変えよう」「やっ

ぱり野党は共闘」この新しい流れはフェミブリッ

ジと名付けられました。 

3/9には桜木町駅広場が、「フェミブリッジか

ながわ」で、ミモザの花と黄色い衣装に染まりま

した。 

市民とともに、共産党・立憲民主の女性議員や

立候補予定者が参加しました。 

共産党からは、大村洋子横須賀市会議員・はた

の君枝比例予定候補と私。 

●私のスピーチは次の通り。 

＊様々な逆流もある中で、性に関わる問題では

事態が確実に動いています。各地で行われている

フラワーデモも力となり、刑法改正により不同意

性交等罪が設けられ犯罪の対象が広がり、伊藤詩

織さんや五ノ井里奈さんの裁判も勝利し、沈黙を

余儀なくされていた環境も変わり始めています。 

＊国際女性デーの日に、北海道・長野県・東京

都で「選択的夫婦別姓を認めない民法や戸籍法

は、婚姻の自由を定めた憲法24条に違反」とする

提訴がなされました。 

 また「選択的夫婦別姓制

度の早期実現を求めるビジ

ネスリーダー有志の会」も

結成され、経団連・経済同

友会など６団体も、制度実

施を政府に求めました。 

 ＊選択的夫婦別姓制度を

頑なに拒否する自民党は同

時に、長年多くの議員が「お金を不正に扱い」、

それを隠すため平気で「ウソ」をつきます。これ

は政治的信条以前の人間としての問題です。この

ような人達にくらしを委ねることは到底できませ

ん！ 

＊私が立候補予定の神奈川18区（川崎市高津

区・中原区）の現職は、統一協会との関りが深い

人です。多くの人がこの癒着ぶりと本人の不誠実

な態度に怒っています。野党共闘が成立すれば、

確実に道が開けます。野党共闘成立のために手を

つなぎましょう！ 

＊誰もが人権が尊重され生き生きと暮らしてい

く、そのネックになっているのが自民党の政治で

す。この転換を図るためにともに力を尽くしま

しょう！ 

●黄色は人を元気にさせると改めて実感。参加

者の笑顔が溢れました。  

君嶋ちか子がゆく㉘ 
      …奮闘記 

 映画が好き 

 「○月○日、区長になる女。」         

      池田  資子（会員）        
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 国際女性デー神奈川県実行委員会は、国際女性

デ ー の 3 月 8 日 に 桜 木 町 駅 前 で「か な が わ

Women’s Action」のスタンディング＆アピー

ルを約60人の参加で行いました。参加者は横断幕

やプラカードを掲げ、女性デーのシンボル、ミモ

ザの花の枝を手にして「世界の女性と連帯を」と

アピールしました。ミモザの花は婦人民主クラブ

の有園さんが大量に寄付してくれたものです。 

 リレートークでは、「入管法の問題点や朝鮮人

学校に対する差別を変えていこう」「『裏金』問

題の真相究明を」「政治分野における男女同数法

を実現したが、まだまだ女性議員の比率は低い」

「農業基本法の改悪で自給率向上の目標を降ろし

た」「コンビニに成人雑誌がまた置かれるように

なった」「先輩たちがJALの若年定年制を変えて

きた。諦めずに不当解雇撤回を勝ち取る」「病院

は感染対策などで余力がない、賃金上がらず、休

めず退職する人が多い」「フラワーデモで立ち上

がり、性暴力を刑法に明記させた」などとスピー

チ、さらに飛び入りで米国人留学生の女性もス

ピーチしました。 

 3月10日には、オンラインによる３・８国際女

性デー神奈川県集会が「海外から見える日本の

ジェンダー平等」をテーマに開催されました。 

 実行委員長の湯山薫弁護士が「日本のジェン

ダー平等指数は125位で過去最低。みんなで世界

から見たジェンダー平等についておしゃべりしま

しょう」と挨拶しました。海外在住の３人の女性

の報告を聞いて、日本の実情と比較したり意見を

交わしました。 

 韓国・ソウルのちかさんは「儒教の影響で、旧

正月の儀式などは男性中心、男尊女卑を感じる。

少子化が深刻で出生率は0.72。教育費が高く学歴

社会が要因。結婚は恋愛だけでなくお見合いもあ

るが離婚も多い」と話しました。 

 NZオークランドのかおるさんは「賃金の男女格

差はなく、専門性や就業年数で決まる。恋愛結婚

が多いが結婚しないもアリ。離婚、再婚も多い。

前首相は出産後結婚した。教育は大学を除き無

償」と話しました。 

 アラブ首長国連邦・ドバイのきよみさんは「日

本は息苦しい、電車の美容広告は『女はきれい

に』という自縛だ。アラブ女性はスッピンが多

い。結婚は親が決める。教育は大学まで全て無

償、奨学金もある」と話しました。 

  

▼黒岩県知事の人権侵害を無かっ 

たことにできない女性たちの会  

 3月8日の国際女性デー「かながわWomen’s 

Action」の行動に引き続きスタンディングとリ

レートークを行いました。 

 毎月第3水曜日の県庁前行動は、祝日と重なっ

たために、国際女性デーと連帯して桜木町駅前で

の実施となりました。 

 この日は、岩手から駆けつけてくださった高屋

敷さんがマイクを握り、「今日、従軍慰安婦の話

をしたいと思ってきた。河野談話をご存じです

か。沖縄のアリランの碑も見に行きました。女性

の苦しみ、戦

時性暴力の被

害者を悼み、

平和を願う碑

文が書かれて

いました。い

まも戦時性暴

力は続いています。性暴力のない世界になること

を願い、そのためにここに参加した」と話しまし

た。 

 続いて、「フラワーデモ、伊藤詩織さんの告

訴、五ノ井さんの告発など性被害を訴える女性が

出て来て、それに呼応する声も大きくなり、刑法

も変えてきました。こうした社会の動きをとらえ

て、黒岩知事の自覚を促したい。辞任も求めま

す」「人権無視の黒岩知事を許せない。今日は国

際女性デー、今年はジェンダーギャップ指数125

位から100位以内に入ることが私の希望」「家父

長制の日本社会。人権や平等という意識のない、

固定概念を捨てきれない人が県知事になってし

まった。日本は女性の働きやすさランキング27

位（29カ国中）です。家事、育児、介護に男女

の別なく関わる社会にしていきましょう」と次々

と訴えました。 
 

3月8日は国際女性デー 

     佐久間由美子（会員）        


